
  消防の組織

  勤務体制

●二交替制勤務のサイクル（※空欄は非番日）

○１週間の平均勤務時間は３８時間４５分

○当番日/８時３０分から翌日８時３０分のうち１５時間３０分勤務

●毎日勤務

○８時３０分から１７時１５分○週３８時間４５分勤務で週休２日制

消防本部・真岡消防署

芳賀地区広域行政事務組合消防本部

真岡市荒町１０７－１ ℡０２８５－８２－３２１３

ＵＲＬ http://hagakouiki.jp/syoubou/

芳賀地区広域行政事務組合消防本部は、昭和４６年４月に発足し、現在１本部、１署、６分署を擁

し、圏域住民のかけがえのない生命・身体・財産を守るため日夜活動しています。

消防職員に採用されたら

新たに採用された職員は、全寮制の栃木県消防学校に入校

します。消防士に求められる規律や礼式を始め、消防行政

に関する基礎知識や消防活動  

技術、強靭な体力と精神力

を身に付けるため、６ヶ月

の教育を受けます。卒業後は

即戦力として各所属に配属

され消防士として活躍します。

  

総 務 課 － 企画、広報、予算、施設整備、庶務、人事、研修、労務等に関すること。

予 防 課 － 消防同意、違反是正、危険物規制、火災調査等に関すること。

警 防 課 － 警防活動、救急救助、車両装備、消防水利等に関すること。

通信指令課 － 災害の出動指令、指令台のメンテナンス等に関すること。

真岡消防署

   － 真岡西分署

   － 二 宮 分 署   災害の警戒・防ぎょ・鎮圧及び救急・救助に関すること。

   － 茂 木 分 署 － 道路障害等届出に関すること。

   － 芳 賀 分 署   消防用設備設置指導、予防査察に関すること。

   － 益 子 分 署

   － 市 貝 分 署

志 を 持 っ た

女 性 職 員 も

募 集 中 ！ ！



消防本部・消防署の主な業務

お問い合わせは、消防本部総務課〒３２１－４３６５ 栃木県真岡市荒町１０７－１℡０２８５－８２－３２１３

Ｅメール fdhasoumusyomu@hagakouiki.jp  HP アドレス http://hagakouiki.jp/syoubou/

総務課

消防施設や各種の備品、消耗品等の消防に関

する予算の管理、職員の福利厚生、健康管理、

給与や各種手当ての事務処理、個人情報の総括、

施設整備などを行っています。

予防課

防火対象物の新築や増築時に必要な消防設備

設置届出の処理や指導、危険物施設の設置・変

更時の受付処理・指導、各種防火団体の育成な

どを行っています。

警防課

消防力が十分発揮できるよう、大規模な訓練

を計画したり、隊員のスキルアップのために研

修や指導を行ったり、消防車両・資器材の維持

や管理などを行っています。

通信指令課

通信指令課の仕事は、２４時間体制で管内（１市４町）の

１１９番通報や警察などの各関係機関からの災害通報を受付

し管轄署の消防隊や救急隊に迅速な出場指令を行い、各関係

機関に連絡し、効率的な消防活動が出来るよう支援すること

です。また、災害発生場所の迅速な特定が出来るよう指令台

のコンピューターに入っている地図データや支援情報の更新

作業や指令施設各機器の簡単な修理やメンテナンスも行ない

ます。

消防署・分署

警防係

火災現場に真っ先に駆けつけ、

住民の生命、身体、財産を、迅速、

確実に守るエキスパートです。車

両、資器材等を駆使し災害活動を

行っています。また、救急・救助

などあらゆる現場に出動して地域

住民の安全と安心を守っていま

す。

救急係

救急現場に駆けつけて、傷病者に

適切な応急処置を行い、迅速に医療

機関へ搬送します。各救急隊には救

急救命士を配置して高度な救急救

命処置を行います。また、救命率の

向上を図るため、地域住民や事業所

等を対象に救命講習を行っていま

す。

救助係

救助隊とは、火災現場や交通事故

などで、救助を必要とする人を安全

な場所へと救い出す、スペシャリス

トの集まりです。複雑多様化する災

害に即座に対応できるような救助

資器材を保有し、隊員は高度な知識

や技術を身に付けるため、日々訓練

に励んでいます。

消防署の一日

最新の庁舎及び施設紹介（真岡消防署 茂木分署）

        

  

平成２９年３月竣工

訓練棟

      

                               

・２４時間体制で災害に備えています。

・住宅火災訓練

から林野を想定

した救出訓練等

多種多様な訓練

の実施を可能に

しました。

・今後想定される大規模地震にも

耐え得る構造とし、救命率の向上

のため、ドクターヘリの着陸する

スペースを整備しました。また、

高齢者や障がいのある方も利用し

やすいようバリアフリーとし、地

域の防災拠点としての機能も兼ね

備えています。

仮眠室の完全個室化

女性用浴室、洗面脱衣室の完備

     

出動

出動


